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産業厚生委員会 ９月２８日（水）              開会 １０時００分 

 

議事の経過概要 

 

仮屋園一徳委員長 

ただいまから産業厚生委員会を開会いたします。 

本日は、先の定例会で継続審査となっております陳情第９号、脇本海岸海の家の営業

時間と営業内容の見直しに関する陳情について審査を行います。 

これより審査に入りますが、先の委員会で決定したとおり、本陳情の提出者でありま

す大川内良一氏を参考人としてお呼びしており、意見をお聞きしたいと思いますのでよ

ろしくお願いいたします。 

ここでお諮りいたします。 

出席を求めた参考人から補助者として下村区の三役であります松崎勝雄氏、出口勉氏、

柏木正信氏、ＮＰＯ鹿児島渚を愛する会から跡上岩市氏を同席させ、委員からの質疑内

容によっては、補助者に答弁させたいとの申し出がありますが、これを許可することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認め、補助者の同席を許可することといたします。 

それでは、参考人と補助者の出席をお願いします。 

（参考人、補助者入室） 

それでは、参考人の大川内良一氏、補助者の 松崎勝雄氏、出口勉氏、柏木正信氏、

跡上岩市氏に出席いただきました。 

本日はお忙しいところ、本委員会の審査のため御出席いただき、まことにありがとう

ございます。委員会を代表してお礼申し上げます。 

ここで、本委員会の審査状況に関して御報告いたします。 

今回提出いただきました陳情については、６月２７日の本会議で本委員会へ付託され、

６月２７日、７月１日、９月１２日の委員会で審査を行ってきましたが、提出者の意見

等も伺い、今後の審査の参考とするため、本日お越しいただきましたので、よろしくお

願いいたします。 

それでは、陳情第９号 脇本海岸海の家の営業時間と営業内容の見直しに関する陳情

の趣旨について、参考人から説明をお願いいたします。 

大川内参考人 

私のほうから代表して皆さんに説明申し上げたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。 

まず、脇本海岸、片道３キロ、往復で６キロあるんですけれども、それぞれに昔はで

すね、松の木があって、きょう出席の皆さんもそれなりの思い出もある場所だと思いま

す。そういう中で説明をさせていただきます。 

まず一つ目には夜の海の家の、夜の営業の問題。この問題につきましては、市役所関

係部署と１０年間議論をしてまいりましたけれども、その中で解決した部分も多くござ

います。ただ海の家の問題についてはですね、経営者が変わる度に問題が大きくなって

きているということもございまして、今回陳情に至ったような経過でございます。一つ

には海の営業の問題はですね、やはり夏の海水浴に来られる利用者の皆さんにサービス



- 2 - 

を提供すると、これについては我々地域も理解をいたしております。ただ内容的に一番

の問題は夜の営業の問題ですね。当然、阿久根大島みたいに人家がなければ問題がない

んですけれども、施設そして民家があると、そういう中で夜の営業をして、開始します

とどうしてもやはり利用される方々がお酒が入りますと声が大きくなったり、駐車場に

入れば帰るときに当然、戸の開け閉め、パタンパタンですね。それとエンジンの音。そ

して家の中にライトが入ってくるというような問題がですね、年々やっぱし大きくなっ

てきまして、当然利用者が多くなれば多くなるほど問題も多くなってくるということで

ですね、一つ夜の営業についてはですね、やはり時間を守っていただいて、海を昼間に

利用してもらう方々のサービスにとどめていただきたいと。特にバーベキューについて

はですね、やはり春から夏にかけては南風、南西の風ということで全てが、煙がですね、

家のほうに来ると。やはり近い家についてはですね、畳を一週間に１、２回拭かないと

油でですね、ピカピカ光ってしまって、そういう極論申しますとそういう状況です。や

はり１０時、１１時になりますと窓を閉めざるを得ないと。きょう出席の皆さんも朝早

くは、みんな窓は開けると思います。その窓を開けられない。１０時、１１時からエア

コンをつけざるを得ない。煙が全て家の中に入ってきます。陳情書の中にも出してござ

いますが、家の中の隣の間が、部屋がですね、見えなくなるような煙の状況と言えば皆

さんも御理解できるかと思います。それともう一つはですね、夜についての営業を中止

を求めますということについては、皆さん御存じのとおり脇本海岸、ウミガメとシロチ

ドリが上陸をしてまいります。特にウミガメ、シロチドリともにですね、絶滅危惧種で

す。そういうことでウミガメも過去には５０回、５５回というような上陸もあったんで

すけれども、ことしは残念ながら６回と、６回しか上陸をせずに３回だけ、３カ所だけ

産卵が確認できました。その産卵もウミガメ、子亀がですね、かえったのは非常にふ化

率が５０パーセントを切ってしまっていると。平年であれば９５パーセントくらいのふ

化率があるんですけれども、１番卵を産んだところについては１割程度のふ化率しかな

かったと。これは海の家とは直接的には関係はないと思うんですけど、やはり自然とい

うものの厳しさですね、そういう雨が非常に多かったりとか、雨が全然降らなかったり

とか、そういうものが大きく影響をしていると思います。ただウミガメの上陸について

はですね、やはり夜上がってきますので、やはり海の家が明かりが点いていたり、利用

客がわいわい騒いだりというのは過去にもウミガメが上がってきてるんだけれども帰っ

てしまうというのは過去にも何回となくあります。それからシロチドリについてはです

ね、これを守るのは非常に難しいです。ウミガメよりも難しくてですね、卵は３個産む

んですけれども砂と全く同じ保護色ということで、１００人中９９人は気がつかない。

これを行政と守るのに四苦八苦いたしております。それとひながかえってもですね、な

かなか親になるのは難しいということで、人が近づくとその場に伏せますので踏み殺さ

れるというようなこと。ここあたりを自然との共生、利用者との共生、海の家との共生、

ここあたりが一つの大きなネック、問題としてはあります。 

それから２点目はですね、マリンスポーツということで出してございますけれども、

マリンスポーツもですね、水上バイク、過去にはいろんな問題があって、１０年超の中

で協議する中で水上バイクについては北側のほうで区画を整理して、ここでやってくだ

さいということで行政とは話し合いをし、そして現在に至っているわけですけれども、

マリンスポーツでウミガメの場合は、１回上陸をしますと２回、３回、多くて４回まで

は卵を産んでくれますので、そこの海の中に生活をしていますね。そういうところにや

はり問題が出てくるんであろうというふうに思います。 
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それから３番目、海の家の建物の関係ですけれども、建物についてはですね、昔から

建築法に基づいた建物では当然なくて、海の家のシーズンにあわせた建て方ということ

で、地域としては過去にもですね、墓石をやられたり、それから車、家をやられたりと

いう苦い経験もございます。また最近台風もですね、ちょくちょく発生をいたしており

ますけれども、東シナ海を北上する台風が来た場合はですね、ほとんどの海の家は屋根

は飛ぶであろうというのは地域の皆さんは周知しているところです。要請としては他県、

磯海水浴場もそうですけれども、海開きのシーズンが終われば家をほとけるような簡易

な建物ですね、ほかの地域と一緒で。そういうものをしていただければありがたいなと。

台風が来ても飛ばないよというようなものであればいいですけれども、海岸線で堤防の

上となれば非常に風が強くなってまいりますので、ほとんどの屋根が今でも飛んでくる。

昨年の８月の２５日の台風でですね、１店舗についてはほとんどの屋根が飛んで、バス

通りを越してカンショ畑、それと商工観光課の看板、これは壊滅状態ですね。それとか

ぼちゃ畑、それとすぐ近くにある施設の物置場ですね。ここに大きな屋根が飛んできた

ということで、非常に危惧するところです。やはり大きな事故、そういうものがあって

からは遅いということでこの海の家の建物についてもですね、支障のない、事故が起き

ないような取り組み、こういうものが大事であろうというふうに思います。 

この大きく分けて３点ですね。一応、地域代表者としての説明に代えさせていただき

ます。 

仮屋園一徳委員長 

ありがとうございました。 

それでは、ただいま説明いただきました陳情第９号について、参考人に対する質疑に

入りますが、ここで、参考人にお知らせいたします。参考人からの発言については、挙

手をして委員長と呼び、指名をされてからの発言をお願いします。 

また、参考人は委員からの質疑にお答えいただきますが、参考人から委員への質疑は

できませんので、あらかじめ御了承願います。 

なお、参考人が補助者から答弁させる場合は、委員長へ補助者から答弁させる旨の申

し入れをしてからお願いします。 

それでは、各委員から質疑がありましたらお願いします。 

中面幸人委員 

今、参考人のほうからですね、説明がありまして全く言われるのがそのとおりだなと

いうふうに思ったところでありましたが、３つ言われた中でですね、ウミガメとシロチ

ドリの件ですが、長い海岸ですよね、の中で今海の家等が３業者場所が決まっておりま

すけれども、ウミガメなんかはですね、それ以外にまだ折口海岸のほうとかですね、そ

っちのほうには上陸等はされないんですかね。やはり今の３業者が行っているところが

やっぱり今までの過去の例からしたら多いということですか。 

大川内参考人 

３キロの中で過去には折口方面、岩船のほうですね、も結構多かったんですけれども、

今見ていただければわかるんですけれども、草ぼうぼうなんですね。あそこの１キロち

ょっとについては、堤防は砂で埋まってありません。２メートル以上あった堤防がです

ね、砂で埋まってるんですね。だから岩船という岩があったんですよね。あれも何回か

掘り返したんだけれども、砂で埋まったでしょ。そういう感じなんです。草ぼうぼうで

ですね、ウミガメ上陸するんですけれども、ことしも３回上陸しましたそこに。草むら

の上まで上がるんだけれども穴を掘っても掘っても草の根で掘れない。だから中央のほ
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うに移動してくるというのもありますし、私が１５年間のウミガメの上陸を、記録をと

ってるんですけれども、やはり人気のないのは今言われた岩船側なんですよ。私たちも

そっちのほうとか北側のほうに上陸してもらいたいんだけれども、毎年上がって、上陸

してくる亀はですね、毎年同じ亀です。８割、９割。新たに参加する、新たに上陸する

ちゅうウミガメもいますけれども、去年上がってきた、おととし上がってきたウミガメ

は必ず上がってきます。上がってくる場所も第１回目は同じところに上がってきます。

だから同じところのそこの３０メーター圏内に上がってきます。それでぼちぼちだな、

５月初めっていうのは大体予想がついて、予想どおり上がってきます。やはり脇本海岸

ていうのは見てのとおり扇型、逆扇形になってるんですよね。それで折口側の店のあそ

こあたりがちょうど真ん中になるんです。３年、５年前はそこの海の家の床の下にも上

がって卵を、床の下にも卵を産みよったんですけどね。だからやっぱり中心が多いんで

す。ただやっぱりいろんな環境、いろんな条件で離れてきているというのがここ４、５

年の状況です。１０年前とはかなり上陸場所が変わってきました。 

以上です。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに。 

白石純一委員 

本年は海の家の営業時間、そして駐車場の施錠時間は８時ということにされたようで

すけれども、本年については８時閉鎖で海の家側の状況は守られていたという御理解で

しょうか。 

大川内参考人 

昨年はですね、地権者との関係がございまして、駐車場のですね、地権者との関係で

協議を行政とする中で状況を見た中で時間制限という形でさせていただきました。昨年

初めてですね。北側の駐車場については６年くらい前に協議をした中でチェーンを張っ

て管理をしてきたんですけれども、その結果、南側の駐車場に夜みんなが行くもんです

から、いろんな問題が発生するということで、あそこについてはもう皆さん御存じのと

おり、名前を言ってもいいんですけれども、鳥飼先生。鳥飼先生のことは皆さん御存じ

だとおもうんですよね。あそこの記念碑があり、そして墓地があるんですね。やはりそ

こはそれなりのことをしていただかないとということで、時間制限という形でさせてい

ただきました。１年目だったんである程度は予想しとったんですけども、なかなか時間

を守ってもらえなかったというのは現実でしたね。だから８時というものがなかなか守

れなかったというのはそのとおりです。それがあったもんだからことしは閉鎖と、地権

者から閉鎖ということでですね、閉鎖を前提に担当部署との協議ということになったの

がことしの春でした。 

以上です。 

白石純一委員 

ことしに関しては８時に施錠ということで、それが守られたという理解でよろしいん

でしょうか。 

大川内参考人 

ほぼ守れたとは思ってます。私も一回一回確認はしてませんので、ただきょう出席を

いただいている三役の皆さんやら、それから地域の皆さんからは連絡が、まだ閉まって

ないよというのは何回かは受けたことはあります。ただそれを確認というのはもうしま

せんでした、あえて。ただですね、行政と話し合いをする中で、地権者と一緒に話をす
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る中ではですね、きょうも行政の資料はあるんですけれども、夜が８時、朝が６時とい

うことで決めたんですけれども、看板のお願いも地権者のほうからされました。看板を

後から見てみたら夜の８時だけしか書いてないんですね。朝の６時が書いてない。だか

ら朝の６時というのがなかなか守れなかった。これについてはですね、海がしけたとき

にちょっと危ないなと思ったのが、サーファーの皆さんがですね、６時に開閉してない

ものだから、１時間くらい、３０分。だからそこに車が５台、１０台ってばあっと県道

に並ぶんですね。非常に狭い道路ですから、県道はですね。事故がなければいいがなと

いうのはちょっと感じたところでした。これについてはまた機会をもって担当部署と詰

めはしていって、また来年度の検討する問題だとは思います。 

野畑直委員 

お疲れ様です。この委員会の中で、最初陳情書をもらって、７月１日に委員会を私た

ちはしました。その中でですね、平成２７年度の駐車場の設置基準と平成２８年度につ

いての設置基準をいただいたわけですけれども、今、参考人から説明があったようにで

すね、平成２７年度について利用時間は午前８時から午後８時までというふうになって

いたと。それでも陳情書も出ていたとおりいろんな問題があって平成２８年度の駐車場

の設置基準については午前６時から午後６時までということを聞いて、私たちは海水浴

場開きの時間もないことから今回はお互いに話をされ、７月１２日ですか、話をされた

みたいですけれども、その中の説明をですね、私たちは９月１２日の委員会で説明を課

長から、商工観光課長から受けました。その中で今言われた施錠時間について午後８時

とするというふうになっておりましたので、私たちが聞いてたのは午後６時というふう

に聞いてたんだけど、これはこれでそれぞれ話し合いの中で変更になったのかなと思っ

たんですが、この午後６時までが午後８時までとなったのはどういった経緯でこのよう

になったんですか。 

大川内参考人 

その後ですね、担当部署のほうからですね、海の家の皆さんが管理組合をつくりまし

たということで、その管理組合の皆さんと話し合いをしていただけませんでしょうかと

いうことでありましたので、一方的でもいけないよねということで集落三役、それから

陳情者の皆さん１０数名とですね、一応話をして、そして管理組合、行政と合同の話し

合いを持ちました。その中で唐突ではあったんですけども、管理組合のほうで責任を持

って鍵の管理をさせてくださいということできたもんですから、地権者の方はですね、

なんでそんなことができるのってことで非常に怒られたんですが、ただ利用者を視点に

捉えればですね、やはりある程度は譲歩せないかんなというような地域の方もありまし

たので、一応夜は８時、朝は６時でいいですよと、そのかわり責任を持って取り組んで

くださいということで結論を出した経過があります。 

野畑直委員 

もちろんその話し合いの中でそのようなことがあって午後８時というふうになったと

思うんですけれども、課長の説明でですね、先ほど参考人が言われた午前６時について

は全然、経緯の説明がないんですが、我々がもらった資料にはですね。先ほど参考人か

ら午前６時の話もされましたけれども、設置基準についてはしっかりと午前６時からと

書いてあるんですけれども、先ほど参考人が言われたのとちょっと、午前６時について

は話し合いがなされなかったのかなというふうに私も感じたものですから、いろいろ海

の家の３者ですか、そっちのほうで鍵を預かって午後８時に閉めるということも決定さ

れたようですので、私たちがこのことについて陳情者であるたくさんの皆さん方がその
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ような経緯で話をされて、唐突にということも含めてされたこのことはいいのかなと思

っておりますけれども、今後も、ことしは終わりましたけれども来年についてもいろい

ろな問題が出てくるということで私たちに陳情がなされたものと思っておりますので、

今後ともやはり地域と海の家の３者がですね、うまく話し合いをされていかれれば私た

ちは交流人口増につながることだと思っておりますので、なるべく脇本海岸の海水浴場

についてはですね、言葉は悪いですけれども、もめごとのないようにできればやってい

ってもらいたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いします。 

仮屋園一徳委員長 

  ほかの委員から。 

濵﨑國治委員 

質問が重複するかもしれませんけれども、９月１２日の産業厚生委員会での陳情問題

についての課長からの説明があったわけですけれども、そこではあくまでも８時までに

は全員出てもらうようにしなければだめだということで、いろいろあったけれども午後

８時に閉めるということを海の家がしっかり守るという確約が取れれば午後８時閉鎖と

いう時間を守るということで承認をされたということであるんですが、ただ一つの、８

月７日のイベント時には駐車場の問題で少々管理人及び監視人に苦情が多く寄せられた

という報告を受けているということで、それから水上バイクの問題もこの日に報告され

たんですが、私としてはこの午後６時が午後８時になったということをですね、両者が、

双方がですね、よく調整をしていただいて、譲歩していただいて、どっちがどう譲歩し

ていただいたかわかりませんけれども、そういうことで８時までなったということをで

すね、非常に歓迎を実はしています。ただ、課長の報告では特段の苦情はなかったとい

うことで報告を受けているんですけれども、先ほどの話の中にちょっと何かあったよう

なふうにも感じたんですけれども、参考人、その辺はいかがですか。 

大川内参考人 

去年話し合いを、ことし話し合いをした中でですね、取り決めをして、内容的には今

言われたとおり守れない分野もあったというのは認識をしています。地権者からは強く

担当課長も言われています。それはきょう時間を、８時というのを守れなかったらあす

の朝閉鎖しますというのは、これは担当課長のほうにもですね、厳しく申し伝えてあり

ますし、もしあった場合の対応については一応区長のほうに一任しますということで入

り口に今でもですね、置石を、大きなコンクリートを置いてあるのは事実です。それと

ちょっと補足なんですけれども、先ほど６時のところが視点になってるんですけれども、

これについてはきょう出席の皆さん、それから地域の皆さんとそこまではしょうがない

かなということの中で、本当は海岸線に住んでる人たちは６時なんですよ、本当は。も

う海水浴は６時まで泳げば十分じゃないのって、なんで夜っていうのは当然やはり省く

ためには６時で本当はあるんですよね。ただし守れなかった場合については今後もこれ

は継続・持続していきますよということで御理解をいただければなというふうには思い

ます。朝の時間についてはですね、やはりこれは大きな反省を行政もしてもらわないか

んと、約束が全然守れてないよと。それで看板にもちゃんと取り決めをして、ちゃんと

記録としても資料としても残っているのに駐車場内の看板が夜の８時だけっていうのは

なんで載ってないんですかって、利用者からみれば朝は何時からでもいいって解釈なん

ですよね。そこに管理組合を、海の家が管理組合をつくってしっかりと管理していきま

すよということをちゃんとそれを条件に我々地域はオーケーしたわけですから、同意を

したわけですから、そこのところを守ってもらわずにもし事故でも起きた場合には、た
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だ３度だけはですね、苦情が来ましたので、私のほうで開けました。これはもうやはり

障がい者の皆さんも待っとられてですね、ちょっと入りたいということでもう７時でし

たので開けてやったのが３回あります。それも一つはやはり違反ですよというのは、ま

だことしの反省は対話してませんので、行政のほうに強く申し入れたいとは思います。

それと看板の問題をなんで６時が抜けたのか。だから６時が載ってないということは、

管理組合の皆さんが鍵を開けるのは何時でもいいんですかっていう捉え方なんですね。

じゃなくて、議論したのは朝の６時から夜の８時までですよって、看板も６時から８時

ですよってことでちゃんとうたってある。うたってあるにも関わらず看板もなんでそこ

にそういうふうになったのかなというのは非常に未だに疑問に思ってます。ちょっと不

信感がありますね。 

以上です。 

濵﨑國治委員 

今回ですね、こういうふうにして６時から午後８時までということで双方が確認され

たんですけれども、さてこれがですね、来年以降についてもこれが基準になるような気

がすっとですよね。ことしがシーズンが終わって来年のことを言うのは何かですけれど

も、もし今の段階でですね、さてどうなるんかなというのを危惧するんですけれども、

参考人の御意見はいかがですか。 

仮屋園一徳委員長 

今、平成２８年脇本海水浴場駐車場管理運営に関する協議書というのが、案ですけど

ありますので、これを配付したいと思います。 

（資料配付） 

それでは、参考人からお願いします。 

大川内参考人 

これについてはですね、毎年海開きが開始する前に海の家、地域合同の会議があるん

ですけれども、その中でその分については提案を、また新たな提案はしたいとは一応思

っています。だから約束事は、約束をしたわけですから、それで地域もそれに同意をし

たわけですから、それはやはり守って、最低限守ってもらわないかんルールだと思いま

すね。そういうのがあったから今陳情書という形になって、１０年間の中で協議したけ

れどもなかなか守れないから陳情書という形になってるわけですから。それでまた来年

の協議会に向けては地域の役員の皆さんとも協議をしながら、それと地権者、一番重要

なのは地権者です。地権者のほうはですね、いつでも契約を解除しますというのは言っ

てありますから、やっぱりそういうところは守っていただかなければですね、一応そこ

は朝の時間についてもまずは担当部署のほうに看板とその２点の問題についてはですね、

まだ問題提起いたしておりませんので、問題として提起はしたいと思います。 

濵﨑國治委員 

先ほど問題提起されました中の一つに、海の家の施設のことがありましたけれども、

占用期間についてはそれぞれ、海の家の占用については、私どもが持ってる鹿児島県海

岸占用許可実施要領によればですね、海の家については３年以内とか、あるいは仮設工

作物については１年以内ということが書かれているようですけれども、そこでこれにつ

いては多分、阿久根市のほうが、占用許可願いがあったら阿久根市のほうが県に意見進

達をして許可をもらえるようにするという手順になると思いますが、そこで先ほどの問

題からすればですね、台風が来た時にこうこうだったとかいろんな課題もあったようで

すけれども、陳情者のほうからですね、この許可について、いわゆる占用許可について
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何らかのアクションをされるような考えがあるんですか。 

大川内参考人 

あります。占用期間についてはですね、実はことしから、今までは３年間だったのが

１年間になってると思います。これについてはそれぞれ海の家個体ごとにですね、１年

を経過したごとに地域の声、担当部署の声を反映をして、そして県のほうに占用許可申

請と一緒に上げるということで、１店舗についてはことし、そういう形で整理しました。

それぞれの行政の関係部署もですね、もらってはおりますけれども、中身的に抽象的な

ものもあるもんですから、初めてことしの春ですね、県の担当部署の方が初めて１０年

間の中で入っていただきました。その中でですね、まずびっくりしたのが１０年間議論

したものが全然県のほうに上がってなかったと、行政のほうで全部全てが止まってしま

ったと。これがまず一つの大きな問題ですね。今まで１０年間の中でですね、それぞれ

問題点のたんびに、問題を協議するたんびにですね、行政のほうから回答書をいただい

ております。２０部くらいですね。場合によってはこの回答書もつけて県のほうに陳情

書なり、陳情書という形じゃないですけれども、まずは要請文書なり、そういう形で整

理をせないかんのかなというのが、これが一つには地権者の声もございます。地権者の

ほうからもございまして、一応するしないは今のところ、する方向でちょっと議論して

いこうかなというのは思っています。それと県が初めて入っていただいて議論する中で

ですね、許可申請は受けるんだけれども、許可申請を受けるに当たっては全ては行政な

んですね、地域の。行政の意見を聞いて県は印鑑を押すだけなんです。その中身を知っ

た時にですね、もうがっくりしましたね。はっきり言ってなんだったの１０年間はと。

１つの店についてはですね、担当者が勝手にしてるというのもわかりまして、それも証

拠としてありますので、こういう部分も県にちょっと聞きました。県に聞いたらですね、

許可申請に当たってはどういう基準があるんですかって聞いた時に、まずはそれぞれの

窓口は行政ですと。その中で既存の店の意見を聞くということ。それからあと一つは地

域の声を聞くと。その地域の声も聞かれたこともないし、前区長さんに聞いてもですね。

そういうものが今まで過去に一回もない。過去に１回もないというか最近はありますね。

そういうこともわかりましたので、もう一つはいろんな問題が山積みしてるんですけれ

ども、許可申請、許可の取り消しというのはあるんですかって聞いたんですけれども、

許可取り消しっていうのはないと、今のところ。なんでですか、おかしいんじゃないで

すかって、許可申請を許可したんであれば何ら大きな問題が発生した時にはどういう対

応をするんですかって言ったら、方法としては地域からそういうものを県に上げてもら

うのが一番いいですねっていう回答でした。であるとするならば、そこらあたりを整理

して行政が窓口となってやっていただければ一番本当はいいんですけどね。でも１０年

間のことを考えたときに、直接がいいのかな、地権者の声も反映すればですね。そうい

うふうには思っています。 

濵﨑國治委員 

今、参考人の話を聞いてちょっと意外だったのがですね、県が１０年来現地を見てい

ないということでですね、私どももこの陳情があった時ですね、現地でいろいろ説明を

受けたときに、ある１店舗について非常に出入り口をつくって松林を荒らしていたとい

うことを目にしてですね、これは県はどう思っているんだろうかなというのをですね、

考えたところですけれども、納得しました。ありがとうございます。 

仮屋園一徳委員長 

ほかの委員から。 
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白石純一委員 

  今、濵﨑委員から出たことなんですけれども、本来、占用期間としては、海岸占用許

可実施要項では３年占用する期間は３年以内と決められている。以内ですから今地元と

しては１年に限って占用を認めているという理解でよろしいでしょうか。 

大川内参考人 

  占用期間て、県が定めてますので、今までは３年おきの切り替えでよろしいですよっ

というのを今回から１年おきでしたね、１年で切り替えをしなさいと、１年ごとに申請

を上げてくださいというふうになってますね。先ほど県の話が出たんだけれども、この

１年は１年でそれなりの意見を付す機会というものが１年ごとにありますから、それは

それでいいのかなと。あとこれにですね、建物の関係なんだけれども、２階建てですね。

海岸べたで２階建てにしますと当然飛んでくるのは当たり前のことなんですね。これも

県はですね、申請書に２階建てで上げればそのまま許可してしまうんですね、県は。だ

からそういうことではなくて、やはり地域、そこの現場を見た中で家もあります、施設

もあります。２階建てをすれば当然台風が来れば飛ぶというのは誰でもわかるわけです

から、そこらあたりの規制をつくってもらうべきじゃないかなと、そこあたりも一つの

県に問題提起する材料としては考えております。これはちょっとした補足です。 

仮屋園一徳委員長 

  今の占用の件ですけれども、３年以内としてるのは先ほどもありましたように今の分

については１年契約となっているというふうになってます。 

白石純一委員 

あと、同じく仮設工作物、この海の家は仮設工作物に当たるのではないかと思うんで

すが、これについては１年以内ともともとありますので、本来であれば１年以内に撤去

しなければいけないものなのかと理解しますが、参考人の理解はどのようでしょうか。 

大川内参考人 

地域はですね、できれば海の家の撤去については海開きのシーズンが８月末で終わる

んですね。それで県外・県内、磯海水浴なんかをちょっと確認した中でもそうなんです

が、できれば海開きを終了した時点でほといていただくというのが一番いいのかなと。

ただこれについては、やはり今まで脇本海水浴場については過去も含めてですね、１年

間通して使用する海の家、そういうつくりをされてますので、そこあたりは本当に大工

さんが入って専門の人が入って飛ばないよといいうところでですね、それが確約できれ

ばそれでもいい気はするんですけれども、ただやっぱり過去のことを考えればですね、

やはり基礎がないですから、砂の上に建ってますんでね。８月末、基本的には海開きが

終了した時点というのがいいんじゃないですかね。 

白石純一委員 

別件なんですけれども、水上バイクがやはりウミガメの上陸に悪影響ではないかとい

うふうに考えておられると思うんですが、鹿児島県内、あるいは県外でも海水浴場もし

くは海岸でウミガメが上陸している場所で、水上バイクを条例または自主的な規制で禁

止しているという例は御存じですか。 

大川内参考人 

直接聞いたことはないんですけれども、市の職員からウミガメの上陸するところにつ

いてはそれぞれ行政の基準というのが非常に厳しくて、島なんかは非常に厳しくてない

と、そういうのは市の条例で決まっているということはちょっと聞いてます。ただ担当
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部署にそういうのを県内を、ウミガメの最大の鹿児島県、最大の上陸地であるわけです

から、そういうところの情報をお願いをしてるんだけれども、なかなかその情報という

ものがないです。自分で調べればあるんでしょうけれども、せっかく担当部署もあるし、

まずはそこの部署にですね、お願いはしてございます。県内のそういう情報はないのか

と。ただウミガメの、話に聞けばウミガメが上陸する島等では非常に厳しいと、何する

にしても厳しいというのは聞いてます。 

仮屋園一徳委員長 

ほかにありませんか。 

中面幸人委員 

ことしはいろいろ海開きもできないのかなというふうに大変心配した中で、協議がな

されて一応６時が８時という形で協議がなされた中でことし終わってるんですけれども

ですね。私は自然、あるいは地域の自然環境ですね、そしてまた観光面、そしてまた観

光面等をいろいろと考えたときにですね、観光面または業者等の経済活動というのを考

えたときに、先ほどから占用期間の問題、建物ですね、そういう問題とか、バーベキュ

ーの煙ですね、バーベキューの煙についても、こういうのがもし来年ですよ、来年の許

可をする段階でこういうのが出て来ればなかなか難しいのかなというふうに思ってるん

ですね。やはり夏ですから、バーベキューとかやりますよね。それでまた例えば建築物

についても大工さんを入れて結構お金をかけているところもありますよね。こういう中

でことしはなんとかうまくいったけど、来年こういうことを、必ず海の期間が終わった

ら撤去してくださいよとか、例えばバーベキューの煙が入ってくるからバーベキューは

しないでくださいよとかなればなかなか厳しいというふうに思うんですよね。こういう

ことしの結果を踏まえた中で、来年どうするかの問題についてですよ、この辺あたりは

どんなもんなのか、お互いにそれぞれ生かしていかなければならないわけですから、そ

の辺りはどういうふうに陳情者の方は考えていらっしゃいますか。 

大川内参考人 

地域、特にうちの隣の方なんですが、今の店になってからなんですね。そのバーベキ

ューが海の家、利用客に必要なのかっていうところから入るんでしょうけれども、とに

かくどういう状況かっていうのは皆さんがですね、ちょっとこう目をつぶって自分の家

の庭でですね、１０人規模で焼肉をしてみてください、風上に立って。全て煙が家の中

に入ってきます。これ、直近のなんですよね。 

（写真資料を提示） 

こういう状況です。見えません。家は見えません、庭も見えません。こういう状況で

ですね、本当に夏になれば、春から夏になれば西風が来れば最悪なんですね。でも南西

の風がほとんどでしょ。だからにおいと煙という形。だから煙は風が強い時にはふわっ

といくんだけれども、においというやつはですね、自分の家で焼肉をするときに、皆さ

んそれぞれ経験があると思うんですよ。あれが毎日来ると考えたらですね、それはとて

もじゃないですよ。だから海に家の経営というところから捉えれば重要なことだろうと

は思うんですけれども、言わせれば煙とにおいはやらんでくれと言いたいのは現実的な

声です。それが毎日来ればですね、窓は閉めざるを得ない、窓を閉めれば夏はエアコン

を入れざるを得ない、朝早くからですね。大体１０時くらいから始まりますんで、準備

がですね。それは施設にしても一緒です。施設の皆さんも涼しいうちはできるだけ自然

の風を施設に入ってる方も入れようとしますから、夜も含めてですね。どうしても暑く

なった時に窓を閉めてエアコンという形で、これはどこの家も一緒だと思いますね。こ
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ういう感じです。隣の家が見えないくらいの煙です。においは県道、バス通りを越えて

向かいの家もにおいはすると、こういうことですね。だからそれを認めるか認めないか

というのは我々地域としては、ならどういうふうに思いますかって言われれば止めてく

ださいよということしか言えないと思いますね。何で焼肉が海の家に必要なんですかっ

て、海水浴に、昔は海水浴に来る人たちは水の提供とジュース、かき氷ぐらい、それと

軽食ぐらいだったんですよね。でも投資をしてるから投資する分を取り戻そうとすれば

いろんなことをせないかん。ただそれも限度がありますよね。だから家がなければいい

ですよ、何でもやって。だけど施設もある家もある。 

（参考資料として提示資料を回覧） 

山田勝委員 

実は、ほんとに大変な問題やなと思ってるんですが、ただ近ごろ私がふと思っている

のが、阿久根大島の観光に陰りが見えてきてますよ。ことしも１，３００人くらいです

よ。脇本海岸は大体２万人近く来てますよね。ですから個人的な私の考えですが、あん

まり阿久根大島にかけ過ぎたねって、脇本海岸、折口海岸にそういう海に観光はせない

かんかったねって、自分個人的には思っていますよ。そういう中で、こういうことが出

てきた。でも、現実に一番危惧するのはですね、鳥飼先生のあそこが今奥さんが生きっ

といやっでよかいどんからん、今後については、子供の時代になったらもう閉むっどっ

て、それで終わりですもんね、終わりです。だから閉めれば終わりですよ。だからそう

いうことを考えて抜本的に海水浴場を考え直さないかんと私は思いますよ。皆さん方に

迷惑かからないような海水浴場を。そうしないと毎年毎年こういうですね、議論をして

ですよ、しかも今参考人が言われるような気持ちも十分わかりますけど、また海水浴場

からすればですね、あわせて人が多くてできるだけ利益が上がってて思うのもこれも当

たり前の話ですね。ですからそういうことであればもうちょっと海水浴場の運営のやり

方とか、あるいは捉え方とかひっくるめてね、考え直さないかんと思いますよ、業者の

人も入れて。そうしないと前によく進まないと思いますよ。せっかくある場所をですね、

有効に利用できないということのほうが悲しい話ですよ。ですからきょうは十分私は聞

きました。ですからそういう方向で今後は考げないかんねって、鳥飼先生が閉められれ

ば終わりやって、もういつでも閉める状況やっでな、聞いてみれば。そういうことです。

終わります。 

大川内参考人 

今、岩船の話がありましたけれども、あそこは人家もちょっと遠いし、いいんだけれ

ども、やはり私たちの小さいころからあそこは離岸流が発生するんですね。子供たちが

何人か死んでますよね。だからやっぱり海水浴としてあそこは禁止地区なんですね、離

岸流で。やはり地域もですね、あれだけの３キロの海岸、砂浜、きれいな海、県内有数

です。私たちも地域でどうのこうのというのは思ってないんですよ。うまく活用してい

ただきたい、来ていただきたい。ただやはり宣伝は宣伝で行政もやるんだけれども、受

け入れ態勢のほうはできてない。例えば１００台しかとまらない駐車場にどんどん宣伝

をして車は５００台、７００台と来る。そうすれば、地域の裏道に車をとめる。奥の人

たちは車を出せない。だから非常にちょっと裏を返せばそういう小さい問題がいっぱい

あるんですよ。なら駐車場を増やせばいいかという問題でもないですよね。やはり基本

としては、あそこは自然を残さないかんというのは、これはやはりみんなが考えていか

ないかん問題です。特に議員の皆さんもですね。やはりウミガメ、シロチドリ、絶滅危

惧種が昔からいるんですよってそこは。だからそれを守るためにどういう共生をすれば
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いいんですかっていうのは本当にみんなが真剣に真摯に議論せないかん問題なんですよ

ね。だからそれを今までしたのが１０年間の上積みなんですよ。だから私たちも決して

これがだめ、あれがだめて、海の家の皆さんから言えばあれもだめ、これもだめじゃな

いんですよ。でも地域も我慢するところは我慢してるんですよ。だからそこだけは理解

をしていただきたいと思います。それときょうはですね、集落の三役と、あわせて防風

林の、そこも一つの問題なんですよ。駐車場と防風林。あくまでも防風林もこれは個人

の所有地ですから、県に防風林指定をされているということだけであって、これについ

てもですね、ここ５年間、６年間で松の木をかなり伐採されてますので、１０月の末に

松をちょっと手配してもらって、行政に、定植をするようにしてます。それできょうは

その地権者の阿久根支部長さんが見えられてますので、定植も含めてですね、ちょっと

意見を聞いていただければと思いますが。 

仮屋園一徳委員長 

補助者から意見を聞くということでいいですか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

それでは補助者、お願いします。 

跡上補助者 

私は跡上といいます。鹿児島に本部がある渚を愛する会というのがあるんですけれど

も、そこの会員に一応なってます。渚を愛する会というのは、昭和４０年代に非常に日

本が好景気が続いた時に鹿児島県内だけでなかったとは思いますけど、あちこちできれ

いな海岸線にホテルを建てたりいろんなものをつくったりということで、自然の美しさ

が、海岸線がなくなっていくというのを守ろうとして立ち上げられた組織だそうです。

鹿児島市立病院の副院長だった福田正臣先生が最初は責任者でした、もう亡くなられま

したけれども。ということで、県下のいろんな海岸線、見て回られて福田先生は脇本海

岸が鹿児島県内では一番いいというふうな評価をいただいてですね、あそこに記念碑ま

で建てることになったわけですけれども、そういうことで私は、私の家内が最初入った

んですけれども、後に続いて入って、活動を、大体１年に１回は海岸の清掃をやられま

す。そういうのに参加して、海岸をきれいにしようと、海岸だけじゃなくて、今は防風

林、保安林に指定されております松林もですね、きれいに維持しようという活動を行っ

ております。ちょっと話が長くなりますけどいいですかね。 

［「どうぞ」と呼ぶ者あり］ 

私はもともとは自衛隊でして、あちこち回ってきました。小さいころに、小学生のこ

ろですね、主に、別れ遠足というのがあって、いつも３月には脇本海岸を脇本のほうか

ら岩船神社のところまで歩いて行って、そこで相撲をとったり、走りぐらんをしたりし

てですね、楽しく過ごしたものでした。非常に懐かしく思われて、仕事で疲れが出てき

て、特に上司に厳しくやられて心身ともに疲れ果てると、まず思い出すのは脇本海岸で

した。それから笠山、黒之瀬戸、やっぱり誰しもそうかどうかわかりませんけれども、

やっぱりつらくなるとどうしてもふるさとのいいところを思い出して心を落ち着けよう

と、こういうふうになったのを思い出します。そして帰って来てみますと、私たちが小

さいころあった松林が全部なくなって、雑木に変わっておりました。そこで私は昭和１

５年生まれですけれども、三笠中１５年会、還暦の祝いを記念して、みんなであそこに

松の木を植えようやということで市の許可をいただいて松の木を植えて、それが先輩に

も伝わり、後輩にも伝わって松の木が植樹をされております。非常にうれしいことだと

思いますが、まだまだ不十分だと思います。不十分だと思うのは、唐津に虹の松原とい
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うのがありますけれども、皆さん行かれたことはあるかもしれませんけれども、素晴ら

しいです。あれは市がやってるのかなとちらっと思いますけれども、ほんとに大きな松

から小さい松まできちんと植えてあります。ああいうことをできれば市や県のほうでも

してもらいたいなと、本音はそういうところです。今、後輩の方々も松を植えていらっ

しゃいますので、そういうことで続けていったほしいなと思いますし。渚を愛する会の

ほうでもああいうところを松林そのほかの木も大事にしていかなければいけないのにち

ょっと切り崩してあったりしてですね、非常によくないなと思います。ただ、全然切ら

ないで道路もつくらないで海の家というのはできるはずはありませんので、必要最小限

にしてほしいと、こういうふうな気持ちです。今、山田議員のほうからも話がありまし

たけれども、素晴らしい海岸ですので、観光資源にやっぱり使えればいいんじゃないか

と思います。ある人がいいましたけれども、あそこにホテルをつくったらどうだろうか

て、昔あったような気がしますけれども、そういうのも考えながら、また駐車場も考え

ながらですね、やはり落ち込みつつあるこの阿久根を、阿久根の活性化の一つにもなろ

うかと思いますので、よく整備をして自然もきれいだし観光としても活かせる。また、

地元の下村集落の方も迷惑を受けないというふうな、そういう決まりをつくってですね、

やっていただければいいんじゃないかなというふうに思っております。ちょっと長くな

りましたけれども、そういう気持ちです。 

仮屋園一徳委員長 

ここでほかの補助員の方でこれだけはどうしても言っておきたいということがあれば

お聞かせ願いたいと思います。参考にしたいと思いますので、なければよろしいですけ

ど。ありませんか。なければほかに委員の方から。 

山田勝委員 

今、跡上さんからですね、大変いい話を、ですから私たちもあそこの海岸はですね、

ほんとにいい海岸でした。小さいころから岩船神社に遠足があってですね、そして夏休

みには集落で親子会でですね、下村海岸に一日遠足に来たという思い出もたくさんある

んですが、いつの間にか例えば松くい虫でちんがらいやられてですね、その時に松くい

虫の駆除をしなかったということもですね、大きな責任だという気がしますよ。なんで

かっていったら大島はなんとか生きてるじゃないですか、松がですね。虹の松原もです

ね、いろんなところの松が生きているんだけれどもここは松くい虫でやられた。海岸だ

ったということもあるけれども、やはりそういう行政側の管理の不足もありますよ。で

も今こういう問題が発生してよかったと思うのは、こういうときにこそですね、どうし

たらいい海水浴場が、今さっき言われたこういういい場所を、そして阿久根市のふるさ

と創生になるようなそういう収め方をしないといけないという気がするんですよ。この

ままだとね、私が感じるのは鳥飼さんが閉めたら終わりですよ、あそこはですね。可能

性は十分あります。ですからその付近は私たちも今後考えないかんし、皆さん方もです

ね、そういう気持ちで受け止めていただいて何とか、みんなが百点というのはでけんた

いどん、少なくともお互いに協力できるところまでは協力しながら今後、いい結果に終

わらせたいなと思って、これは私の考えですので、よろしくお願いします。 

仮屋園一徳委員長 

ほかに質疑ありませんか。 

岩﨑健二委員 

１点だけ教えてください。 

防風林の地権者はどなたになってらっしゃるんですかね。県ですか、個人ですか。防
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風林の地権者は。 

大川内参考人 

地権者は場所によっては個人、全部ということではなくて、個人です。ただ、県のほ

うから、うちの家の裏もそうですね、県の防風林指定になってますから、個人のもので

あって個人のものでないということですね。だから所有者が１本切るにしても許可がい

る、県の許可がいるという非常に厳しい規制があるんだけれども、はい。 

岩﨑健二委員 

民有地が入ってるということですね。個人の所有地が入ってるということですね。県

有地もあるんですか。 

大川内参考人 

市有地もありますね。県有地もあります。 

［「協議会に」と発言する者あり］ 

仮屋園一徳委員長 

ここで休憩に入ります。 

 

（休憩 １１：０７～１１：０８） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

ほかに質疑ありませんか。 

野畑直委員 

先ほど渚の会の跡上さんからちょっと発言がありましたけれども、私たちが現地調査

をした時にですね、我は海の子ですか、歌碑があって、あれももうどこにあるのかわか

らないような状況で大変残念だということを現地調査の時に言われておりましたけれど

も、私たちはこの陳情の中にはありませんけれども、現地に行って初めてわかったこと

ですけれども、やはり市の商工観光課にしても海の家の設置に当たっては、その辺もし

っかりと配慮したものを今後つくって、海の家の設置に当たってはですね、やはりそう

いういろんな思いがあってできているわけだから、そういうことも陳情しなくてはいけ

ないのかなと思ったところであります。たしかに松については、外来というか最近の松

については松くい虫がつかないという松があるみたいでですね、私たちも今、中津浜海

岸のほうに７、８年前に植えて大分大きく、１年で５、６０センチ大きくなってですね、

なりますので、やはりそういう私も５０年くらい前に、中学生のころに海水浴に行った

ことがあります、まだ松が大きい時にですね。だから昔みたいな脇本の松林のある海岸

ということで今植樹されたら我々が生きている間はありませんけれども、そのようにい

ろんな思いが伝わるようにですね、守っていってもらいたいと思っておりますので、先

ほどから言われるように地域としっかりと連携をとって迷惑のかからないというところ

をどうするかというのは今後深く考えていかなければならないのかなと思っております

ので、やはり渚を愛する会の跡上さんが言われたことを忠実にやはり我々も商工観光課

等とも話し合っていかなければならないのかなと思っております。 

大川内参考人 

今の歌碑の問題についてはですね、担当部署のほうに文書として出してございます、

要請をですね。それから松の木の問題、山田議員のほうからあったんですけれども、阿

久根大島の木と一緒なんですね、大きくなっとれば、このぐらいの。あれはあそこ一帯
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がですね、端から端までたばこだったんです。で薬をかけられなかったっていうのが一

つの大きな一番の要因なんです。かけたかったんだけどもたばこに薬がいくと、それが

一つの要因ですね。それからもう一つ先ほどから自然を守るということでありがたいお

言葉いただいてるんですけども、今担当部署とですね、ちょっと協議をしてるんですけ

ども、ウミガメ、シロチドリが春から上陸しますよ、卵を産みますよというところで、

岩船のほうからですね、２．５キロくらいをですね、堤防上を含めれば１メーター以上

あるんです。あそこを遊歩道にしたらどうかと。逆にだめだよだめだよということでは

なくて、遊歩道を解放してつくって、今ウミガメが上陸した後も見れますよ、シロチド

リの卵も見れますよということ、そうすることによって海岸に人が下りて行かないとい

うのをしたらどうかなと。それで場所的には堤防の上をずうっとしていけば問題がない

よね。ただ岩船のほうは堤防が砂で埋まってますから、そこが若干手がいるねっていう

ところで議論をしてますので、きょうはせっかくの機会でございますので、議員の皆さ

んもですね、それをちょっと頭の隅っこに入れていただいて、自然を守るための遊歩道

の設置というところで今後協力をいただければとなというふうに思います。それから防

風林についてはですね、松の木の定植、還暦で話がありましたけれども、実はきょうの

出席をいただいた奥さんたちが第１号です。還暦第１号で始まってですね、３キロの半

分、１．５キロはもう還暦の松でほぼ埋まりました。あと半分残ってますね。そういう

ことで、これも情報提供と今後の協力というところで皆さんにおつなぎをしたいと思い

ます。ありがとうございます。 

白石純一委員 

きょう出たことの２点、確認をさせてください。 

まず１点目は、看板について今８時までとなっているものは、ことし設置されたもの

で、開く時間が６時というものが入っていなかったということなんでしょうか。 

２点目としては、業者の中で勝手に書類をつくられていたという発言がございました。

これは占用許可か何かを勝手にということでしょうか。 

以上です。一問一答がいいでしょうか。 

仮屋園一徳委員長 

まず一点目の看板の件について、参考人。 

大川内参考人 

駐車場の鍵の看板ですよね。それについてはですね、私も途中で、よく見ればよかっ

たんですけれども、途中で海開きが始まってから鍵の管理は管理組合をつくって海の家

がするということで結論が出たもんですから、なかなか駐車場にも行かなかったんです

けども、車がそうして中に入れずに停まって何回か開けたといいましたよね、冒頭。そ

の中でおかしいなということでのぞいたらその看板が、協議をして、皆さん出席をした

中でその時間は決めたのにもかかわらず看板がそういうふうになってなかったというの

は、私もそうですけども地権者からも、向こうのほうの南側の地権者からも昔から看板

は利用者の皆さんに目立つように大きいのを建ててくださいというのが数年前から地権

者の要望・要請だったんですね。そこあたりからしてもちょっと残念かなと。 

白石純一委員 

その看板はことし建てられたものだったんですか。 

大川内参考人 

それの会議終了後、海開きが控えてましたので、それに合わせて急遽、手づくりです

かね。 
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白石純一委員 

二つ目の質問は、何かその業者さんが勝手に書類をつくられていたというのはどうい

う書類だったんでしょうか。先ほどの御説明の中で一業者が何か勝手に書類をつくられ

ていたというようなことをおっしゃられたんですけど。 

大川内参考人 

店の申請の件ですか。あれを説明すれば非常に行政の立場が悪くなるんですけどいい

ですかね。２店舗の店、店の名前は言いませんけれども、ここにも資料があるんですけ

れども、許可書を出すときに海の家の説明もなかったと、既存のですね。既存の海の家

にも説明がなく、地域にも説明がない中で担当者の一存で許可申請書が県のほうに出さ

れたということなんですね。それは既存の海の家、その時２軒ありましたけれども、そ

の２軒の店の方も憤慨をされてました。地域にも当然そういう説明はなかったですね。

一番問題になったのは平成何年だったかな、ちょっと資料はあるんですけども、その同

じ担当者の方が毎年１回地域で会議を開く中で、今後海の家の拡張はさせません。新し

い海の家もつくらない方向でいますというのを回答されたんですね。その後の新しい店

の許可だったもんだから、そこでちょっとあれっていうことで騒動になったのはありま

す。 

仮屋園一徳委員長 

委員の方に申し上げますけども、参考人が終わった後に委員の意見交換は行いますの

で、よろしくお願いします。 

ほかに。 

山田勝委員 

結局その先ほどの資料は、その業者は阿久根市の意見書はもらわないで県に許可願い

を出して許可を受けたということですか。 

大川内参考人 

そうです。一番問題のある店ですね。 

山田勝委員 

それは県のほうも問題やんもんわ。そういうのは取消しになっとやっかんや。例えば

この許可についての中で、「市町村長の意見を聴くものとする」て。「占用の許可を行

おうとする場合には、原則として期限を定めて当該占用に係る海岸が存する市町村長の

意見を聴くものとする」てけてあったいどんからん、原則としてやっでかんまんたろか

い。 

仮屋園一徳委員長 

その辺についてはですね、委員会のほうで確認をしたいと思います。ほかに。 

［「委員長、休憩を」と呼ぶ者あり］ 

休憩にいたします。 

 

（休憩 １１：１８～１１：１９） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き会議を開きます。 

ほかに質疑はありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、陳情第９号についての審査を一時中止します。 
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それでは、ここで委員会を代表してお礼を申し上げます。 

本日はお忙しい中にもかかわらず、本委員会に御出席いただきありがとうございまし

た。本日、お聞きいたしました意見を参考に審査を進めていきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

本日はどうもありがとうございました。 

（参考人、補助者退室） 

ここで１０分間、休憩いたします。 

 

（休憩 １１：２０～１１：３４） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き委員会を開催いたします。 

参考人への意見聴取が終了いたしました。 

ここで、委員の皆さんから意見を伺います。 

岩﨑健二委員 

いろいろな問題が出てきますが、この防風林の地籍図関係を資料として請求をお願い

したいと思います。 

仮屋園一徳委員長 

  はい、わかりました。 

中面幸人委員 

きょう参考人のですね、いろんな意見を聞いてですね、やはりただウミガメを守ると

か、地域の人たちのそういうバーベキューの煙なんかがどうのこうのとか、そういうだ

けの問題じゃないように私は捉えました。 

これはしっかりとやっぱり、委員からもですね、観光面についての、今後の観光面に

ついての話もありましたようにですね、これはしっかりとやっぱり、行政がしっかりせ

な、基本的なものを取り組まないとですね、なかなかこういう問題出て来るんじゃない

かと思いますので、しっかりと委員会でですよ、基礎づくりをしなければならないと思

ってますので、ただ今回の事だけじゃなくて、まだ継続してですね、ぜひこう根本的に

ですね、観光面についても行政がしっかりとした考え方を、方向性を示す必要があると

思うので、そこも含めながら、今後継続してもらいたいと思います。 

  [「異議なし」と呼ぶ者あり] 

仮屋園一徳委員長 

ただいま委員から継続審査の意見が出ました。ほかに。 

野畑直委員 

先ほどですね、平成２８年度脇本海水浴場駐車場管理運営に関する協議書案というも

のを配付してもらいましたけれども、これは案のまま通ったのか、それとも別に協議書

があるのか、そこをはっきりしてもらわないと、案のまま配付をされたものについて、

何も言えないところがあると思いますので、この協議書をもらいたいと思います。 

仮屋園一徳委員長 

はい、わかりました。調べて回答いたします。 

山田勝委員 

ただ、来年度の海水浴に向けてやっで、非常にいろんなことを語っていかないかんと

思うど、現場ももう一遍見て、そいでいろいろしてみらないかんどんからん、少なくと
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も３月議会までは出さないかんでね、結論を、委員会構成も変わってくっで。 

仮屋園一徳委員長 

山田委員からありましたように、できるだけ早く、３月までということで１月中には

終了をしたいと思います。ほかに。 

白石純一委員 

県の申請の過程で書類で不備があったんではないかというような参考人の意見もござ

いましたので、その辺もしっかり調査すべきだと思います。 

仮屋園一徳委員長 

  はい、わかりました。ほかにありませんか。 

濵﨑國治委員 

  きょう話をしてですね、非常に思ったのは、脇本海岸のですね、非常に貴重な資源で

すので、あそこはやっぱり守るというのも必要であるし、その資源を活用してですね、

阿久根の活性化を図るというのも必要だということで、それにはやっぱり、あそこに海

の家、いわゆる休憩施設がですね、必要だと思います。中には休憩所を利用されない方

もいらっしゃるんでしょうけど、やはり休憩所があるということで来て、利用される方

も多いと思いますので、その辺の兼ね合いをですね、どうするかというのが非常に課題

ですので、その辺も含めてあそこの、これ将来的な展望ですけれども、今回のこの陳情

を踏まえてですね、あそこの海水浴場を、脇本海岸をどういうふうにして市は今後しよ

うとしているのか、開発計画ですね、やっぱりそれをつくるべきだというふうに思いま

す。それもちょっと陳情書とは直接は関係ないんですけれども、それをえらい感じまし

た。これが今後ですね、また来年も、再来年もですね、同じような問題が出てくる可能

性がありますので、ここでですね、将来の展望とか、計画というのをですね、市にもや

っぱり策定してほしいなあと思いますね。 

山田勝委員 

  今、市に策定してほしいということは最終的に市が策定しますよ。でも、議会の中で

もいろいろ言ってですね、参考になるような意見をがんがん言って、やっぱり一緒にな

ってつくるということでないと、私はいかんと思うけどな、現実にはわからんたっで。 

濵﨑國治委員 

  おっしゃることはよくわかります。ただ、市がつくる時はいろんな人の意見を聞いて

つくるでしょうからですね、そこんところはそういうふうに、私の先ほどの意見は御理

解いただきたいと思います。 

  [発言する者あり] 

仮屋園一徳委員長  

それでは、ここでお諮りいたします。 

ただいま議題となっております、陳情第９号、脇本海岸海の家の営業時間と営業内容

の見直しに関する陳情については継続して審査することに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

異議なしと認め、そのように決しました。 

なお、今後の審査日程については委員長に御一任願いたいと思いますが、これに御異

議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

異議なしと認め、そのように決しました。 

次に、本委員会の所管事務調査を議題といたします。 
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これまで５つの所管事務調査項目について調査を行ってきましたが、今後、調査を行

いたい内容がありましたら、その理由も含めて委員より意見を伺いたいと思います。 

ここで休憩に入ります。 

 

（休憩 １１：４０～１１：５５） 

 

仮屋園一徳委員長 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

  所管事務調査の件について、確認をいたします。今後について最終的な委員長を報告

を３月議会でするためには、１月中にある程度調査を終わらせてまとめに必要がありま

す。 

それぞれの調査項目について、地元企業の育成と商店街の活性化については、海連を

調査すること、もう一つは道の駅の件について、所管課を呼んで意見を聞くということ

にしたいと思います。 

それと海を活用した観光行政と宿泊施設については、北さつま漁協との意見交換を計

画したいと思います。 

道路河川等の危険個所の整備については所管課を呼んで要望等を出して調査をしてい

きたいと思います。 

集落営農を活用した農業振興については、所管事務調査を１件行いたいと思います。 

南九州西回り自動車道サービスエリア等に関する調査につきましては、無料区間のサ

ービスエリアを調査をいたしまして、箇所を調査したいと思います。それと商工会議所

との意見交換も行っていきたいと思います。 

ということで、御異議ありませんか。 

  [「異議なし」と呼ぶ者あり] 

  異議なしと認め、そのように決しました。なお詳細な日程等については、委員長に御

一任願いたいと思いますが御異議ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

異議なしと認め、そのように決しました。 

次にその他ですが、委員の皆さんから何かありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

それでは、以上で産業厚生委員会を閉会いたします。 

 

 （閉会 １１時５８分） 

 

                産業厚生委員会委員長  仮屋園 一徳 


